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いるが、なぜこのような構造を形成するのかは不明である。そこで私は様々な条件下で ß2-m 線維を形成し、 AFM で
線維の構造を観察することにより形成機構に関する知見を得ようと試みた。その結果、私の研究から次の 2 点のこと







ら新しい知見を得るのは難しい。申請者はベシクルの研究において、 80nm のベシクルが壊れて 300nm のべシクル
が再構築される事を示唆し、動的光散乱で、粒径が二つ観測される原因を解明した。またアミロイド線維の研究におい
ては、線維伸長における seed の役割、線維同士が疎水性相互作用で絡まる等、定性的ではあるが多くの新しい知見
を見出している。分析化学の手法のーっとして AFM の有用性を示し、多くの知見を得たことは学術的内容が高く、
博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認める。
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